
資料3

未着手 実施
拡充
実施

計画

実施状況 今後の予定

（平成25年度） （平成26年度）

教育

提供可能
食数等検
討及び検
証

実施

小学校実
施計画

実施済

小学校実
施準備

未着手

小学校給
食実施

-
(順延予
定）

教育

２８年度

弘前圏域定住自立圏連携施策の実施状況【平成25年度末】

政策分野 分野 取り組み 取り組みの内容
平成２５年度の
取り組み

１
生活機
能の強
化

医療 救急医療
体制の維
持及び充
実

　圏域の救
急医療体制
を確保する
ため、休
日・夜間救
急診療体制
を維持する
とともにそ
の充実を図
ります。

・休日・夜
間急患診療
体制の維持
・休日在宅
医診療体制
の維持

・休日、夜間急患診療体
制（弘前市急患診療所）
を維持しました。
・休日在宅医診療体制を
維持しました。

・休日・夜間急患診療体
制の維持
・休日在宅医診療体制の
維持

スケジュール 進捗状況２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

・特別保育事業（一時預
かり、休日保育など）の
実施

実施

休日在宅
医診療

実施

急患診療
所の運営

福祉 子育て支
援の充実

　圏域の住
民の子育て
支援の充実
を図るた
め、弘前市
が行う特別
保育事業を
圏域に拡大
し、圏域全
体として安
心して子育
てができる
環境を整備
します。

・特別保育
事業（一時
預かり、休
日保育な
ど）の実施

・特別保育事業を他市町
村の住民が利用できる環
境は整っており、補助金
を受け当該事業を実施し
ている各保育所等が、他
市町村の住民についても
個別に相談を受け、対応
しています。
・他市町村の住民の利用
状況は、月毎に把握して
います。

・交流事業の継続
・事務委託に伴う規約の
作成

地域間交
流の推進

事務委託
の協議

実施

学校給食
の充実

　弘前市が
設置する学
校給食セン
ターから黒
石市の学校
給食未実施
校に対して
学校給食を
提供するた
め、その時
期及び内容
等について
継続的に検
討し、検証
を行い、学
校給食の提
供を行いま
す。

・弘前市の
学校給食セ
ンターにお
ける提供可
能食数の検
討・検証
・黒石市の
小学校にお
ける給食の
実施計画の
検討

・黒石市立小学校の給食
室、受入口整備の参考と
するため、弘前市東小学
校の給食室を視察しまし
た。
・引き続き黒石市立小・
中学校の適正配置計画
（統廃合）の現状と給食
実施に向けた打ち合わせ
を行いました。（２回）
・東部学校給食センター
は、開設から１５年を経
過し、施設設備が老朽化
していることから、計画
的な機器、施設の更新を
行います。機器更新につ
いては、黒石市の給食を
提供できるような能力を
もったものを選定してい
きます。（今年度は揚物
機とフードスライサーを
更新し、床下配管改修い
たしました。）

・弘前市の学校給食セン
ターにおける提供可能食
数の検討・検証
・給食施設改修、設備更
新の検討
・小学校実施計画の見直
し
・スケジュールの変更

特別保育
事業の実
施

実施

実施

学校教育
環境の整
備
【東目
屋・西目
屋児童生
徒等交流
事業】

西目屋村か
ら弘前市へ
の中学校教
育事務委託
の実現のた
めに、学校
教員、保護
者、地域住
民及び教育
委員会職員
による東目
屋・西目屋
児童生徒等
交流推進協
議会におい
て意見交換
し、学校間
及び地域間
の交流を推
進する。

・地域間交
流の推進
・事務委託
の協議

・協議会を２回
（6/5,2/17）開催し、交
流事業内容について検討
しました。
・交流２年目となり、協
議会による交流事業以外
の場所でも双方で参加す
るイベントが増えるな
ど、交流の機会に広がり
が見られました。
・２月１３日に双方の教
育長が面談し、これまで
の進捗状況や、今後の事
務委託の協議のスケ
ジュールについて再確認
しました。
・制服等の学用品、学校
生活のきまりなど学校運
営に係る事項について
は、双方の中学校間で確
認作業を進めています。
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資料3

未着手 実施
拡充
実施

計画

実施状況 今後の予定

（平成25年度） （平成26年度）
２８年度

弘前圏域定住自立圏連携施策の実施状況【平成25年度末】

政策分野 分野 取り組み 取り組みの内容
平成２５年度の
取り組み

スケジュール 進捗状況２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

１
生活機
能の強
化

産業
振興

産業
振興

企業誘致
活動の推
進
【企業誘
致圏域連
携事業】

　地域の雇
用確保及び
経済の活性
化を図るた
め、圏域市
町村と立地
に係る情報
を共有し、
圏域全体と
しての立地
環境、魅力
や強みを企
業へ情報発
信するな
ど、圏域一
体となった
企業誘致活
動を展開し

・ガイド
ブックの作
成
・情報発信

・弘前圏域の立地環境等
を掲載する企業立地ガイ
ドを作成した。
・1月29日～30日に、さ
いたま市で開催されるビ
ジネスマッチングイベン
ト「彩の国ビジネスア
リーナ」へ出展し、立地
環境や優遇制度等を情報
発信するとともに企業・
団体からの情報収集を
行った。

農作物猿
害防止体
制の構築
【農作物
猿害防止
体制事
業】

 農作物猿害
の軽減に向
けて、弘前
市、西目屋
村地域にお
ける猿の生
態を調査
し、検証す
るととも
に、総合的
な調整を図
りながら、
連携による
農作物猿害
防止体制の
構築に取り
組みます。

・猿の生態
調査
・巡視員の
連携

・猿の生態調査は、県が
12月から委託により実施
している。
・弘前市では、8月から
12月まで巡視員2名を雇
用して捕獲用おりの試験
設置等を実施したが、西
目屋村との巡視員の情報
交換や捕獲用おりの共同
設置まで連携できなかっ
た。
・GPS・タブレット端末
の巡視活用を検討し、新
無線センサシステム・振
動発電デバイスの実験に
参加した。

・県の生態調査への協
力。
・巡視員業務の軽減によ
り巡視員を確保し、情報
交換や捕獲おりの共同設
置など、巡視員の連携。
・6月からのGPS、タブ
レット等を活用したシス
テムの構築。（探索器に
よる監視体制の検証）

探索器に
よる監視
体制の検
証

実施

巡視員の
連携

未着手

猿の生態
調査

-

食産業の
育成

　圏域の豊
富な農産資
源等を活用
した付加価
値の高い商
品づくりや
販路開拓に
取り組む事
業者を支援
するための
体制を整備
します。

・食産業に
精通した専
門家の配置
・事業者や
生産者への
アドバイ
ス、コー
ディネート
の実施

・外部専門家を委嘱し、
事業所、生産者に対する
アドバイス、コーディ
ネート活動を実施してい
ます。
・東京と大阪で開催され
た展示商談会「アグリ
フードＥＸＰＯ」へ出展
し、のべ１２事業所が出
展しました。
・本年度は　43事業所
延147件の相談に対応
し、技術相談やビジネス
マッチング等に成果を挙
げています。

・食産業に精通した専門
家を配置し、主に商品化
に係る支援を行う。
・販路拡大に向けた展示
商談会へ出展します。

専門家の
配置

見本市へ
の出展

実施

実施

・産業立地フェアへ出展
し、立地環境等の情報発
信を行う。

ガイドブッ
クの作成

実施

情報発信 実施

観光
振興

広域観光
商品の充
実

　圏域への
誘客につな
がる広域観
光商品の充
実を図るた
め、圏域に
求められる
観光ニーズ
を調査、検
証するとと
もに、観光
商品を開発
する首都圏
の旅行代理
店等へ効果
的な情報発
信を行いま
す。

・圏域に求
められる広
域観光商品
について
ニーズ調
査・検証
・首都圏等
での観光Ｐ
Ｒ

【調査検証】
・周遊旅行商品体験ツ
アーを企画し、12月28日
より募集を開始（じゃら
ん2月号）し、2月14日～
16日の行程で実施いたし
ました。
【情報発信】
・県観光連盟の首都圏
キャンペーンとコラボ
し、全3か所に5市町村を
派遣し、広域観光PRを実
施しました。

・商品造成に向けたコン
テンツを磨き上げ、より
効果的な首都圏等でのPR
を予定。

実施済

情報発信 実施

調査検証

産業
振興
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資料3

未着手 実施
拡充
実施

計画

実施状況 今後の予定

（平成25年度） （平成26年度）
２８年度

弘前圏域定住自立圏連携施策の実施状況【平成25年度末】

政策分野 分野 取り組み 取り組みの内容
平成２５年度の
取り組み

スケジュール 進捗状況２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

環境

１
生活機
能の強
化

地域
防災

広域備蓄
体制の整
備

　大規模・
広域的な災
害の発生時
に被災民に
対して的確
に対応する
ため、青森
県と連携し
ながら、燃
料、毛布、
飲料水等の
物資を備蓄
する体制を
整備しま
す。

・備蓄計画
の策定
・物資整
備・運用開
始

・昨年度と同様に、県に
対して備蓄拠点の整備や
物資購入について要望書
を提出したところ、県の
回答は「県内市町村にお
ける現物備蓄の確保に向
けた取組状況等を把握
し、平成２４～２５年度
に実施予定の地震・津波
被害想定調査に基づく被
害規模や避難者数等も踏
まえ、検討を進めてい
く。」と言う、同様の回
答でした。
・今年度中に弘前市にお
ける備蓄計画を策定する
予定でしたが、平成26年
度早期に策定することと
なりました。

・圏域での備蓄の方向性
について、圏域市町村で
改めて協議・確認

実施済

備蓄計画
の策定

未着手

課題等の
整理

物資整
備・運用
開始

未着手

地域
防災

合同防災
訓練等の
実施

　大規模・
広域的な災
害の発生時
に、自治体
及び関係機
関が連携し
た対応がで
きるように
するため、
組織間連携
の確認と向
上を目指し
た合同防災
訓練を実施
します。

・合同訓練
実施
・合同研修
会実施

・合同防災訓練は、８月
２１日に実施した弘前市
総合防災訓練に圏域市町
村も参加しました。
・合同研修会は、台風第
１８号などの影響もあっ
て実施できませんでし
た。

・合同防災訓練の実施
・合同研修会の実施

実施要領
検討

実施済

県防災訓
練への参
加

実施済

合同訓練
実施

実施

合同研修
会実施

未着手

し尿処理
の広域化

　汚水処理
等を効率的
に行うた
め、圏域の
し尿等を一
括して処理
する施設を
設置しま
す。

・建設工事
等

・５月１７日　第１回担
当課長会議を開催し、事
業概要とスケジュール確
認を行いました。
・９月１７日　平成２５
年度社会資本整備総合交
付金事業の施行に係る措
置に関する協定の締結を
行いました。(３月２０
日　補正追加分による変
更協定を締結）
・１１月１５日　し尿等
受入施設（土木・建築）
工事及びし尿等受入施設
（機械・電気）設備工事
請負契約を締結しまし
た。
・１１月２７日　第２回
担当課長会議を開催し、
平成２６年度の各市町村
の負担金の予算措置依頼
をしました。

・建設工事を行う。

実施設計
等

実施済

建設工事
等

実施
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資料3

未着手 実施
拡充
実施

計画

実施状況 今後の予定

（平成25年度） （平成26年度）
２８年度

弘前圏域定住自立圏連携施策の実施状況【平成25年度末】

政策分野 分野 取り組み 取り組みの内容
平成２５年度の
取り組み

スケジュール 進捗状況２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

環境１
生活機
能の強
化

カラス対
策の連携
【カラス
対策連携
事業】

　カラスに
よる被害を
軽減するた
め、連携し
て被害状
況、個体数
等を調査
し、検証す
るととも
に、検証結
果に基づ
き、広域的
かつ効果的
なカラス対
策を検証
し、実施し
ます。

・情報共有
・合同調
査、検証
・エサ断ち
対策
・その他対
策

・５月２２日開催の第７
回弘前市カラス対策連絡
協議会に黒石市の担当者
が出席し、情報を共有し
ました。
・ごみ集積所において、
ネットから集積ボックス
への推進を図りました。
・１０月２６日に平成２
５年度第１回合同個体数
調査を実施しました。
・１１月２１日開催の第
８回弘前市カラス対策連
絡協議会に黒石市の担当
者が出席し、平成２６年
度の連携事業の進め方に
ついて協議しました。
・合同個体数調査を平成
２６年１月２５日、２月
２２日に実施しました。
・これまでの情報等を分
析し、「その他対策」を
協議検討していきます。

・情報共有。
・合同調査、検証。
・エサ断ち対策。
・その他対策の検討。

情報共有

合同調
査・検証

エサ断ち
対策

その他対
策

実施

実施

実施

未着手

２
結びつ
きネッ
トワー
クの強
化

地域
公共
交通

圏域公共
交通ネッ
トワーク
の再構築
及び利用
促進

　地域公共
交通の確保
と利便性向
上に向け
て、圏域に
おける地域
公共交通の
実情を調
査・検証す
るととも
に、総合的
な調整を図
りながら、
交通事業者
と連携し
て、圏域の
公共交通
ネットワー
クの再構築
と利用促進
に取り組み
ます。

・弘前圏域
公共交通計
画の策定
（継続）

・弘前圏域内のバス路線
である五所川原線に関し
て、五所川原市の病院再
編に併せて、県及び関係
市町村で路線の再編を協
議した結果、平成26年4
月1日から再編後の路線
で運行を始める予定で
す。

・県と連携し路線の見直
しを検討する。

公共交通
計画の策

定

実施済

（実施
済）

・公共交通
利用ＰＲパン
フレットの配
布

・公共交通の現状等に関
する情報収集を行い、公
共交通の現状や交通事業
者の取り組みなどを掲載
したパンフレットを作成
しました。
（納期の関係で4月以降
配布予定）

・現状等の発信だけでは
なく、利用促進に繋がる
アイディア等を募集し、
圏域内で検討する。 利用啓発

活動の実
施

実施

五所川原線（バス）の再編 
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資料3

未着手 実施
拡充
実施

計画

実施状況 今後の予定

（平成25年度） （平成26年度）
２８年度

弘前圏域定住自立圏連携施策の実施状況【平成25年度末】

政策分野 分野 取り組み 取り組みの内容
平成２５年度の
取り組み

スケジュール 進捗状況２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

実施

３
圏域マ
ネジメ
ント能
力の強
化

圏域
市町
村の
職員
等の
交流

圏域市町
村職員の
育成

　圏域市町
村職員の能
力の向上及
び連携強化
を図るた
め、合同研
修を実施し
ます。

・圏域市町
村職員合同
研修の実施
・圏域職員
政策提言事
業の実施

・７月２日に圏域職員政
策提言事業を実施しまし
た。
・８月～１月に掛けて、
定例研究会を実施しまし
た。
・１０月１０日、１１日
に中堅職員研修を実施し
ました。
・１１月１３日、１４日
に地域力向上研修、１９
日にメンタルヘルス研修
を実施しました。
・１月２４日文書作成力
向上研修を実施しました
・２月７日政策提言事業
報告会を実施しました。

実施

圏域職員
政策提言
事業

・圏域市町村職員合同研
修の実施。
・圏域職員政策提言事業
の実施。

合同研修
の実施
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